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プログラム

Iオ能教育のあゆみ

II講 演 中 嶋 嶺 雄

『教え子からみた鈴木先生』

皿バイオリン演奏 江 藤 俊 哉

江 藤戸ンジェラ

江 藤 玲 子ピ戸ノ伴奏

曲 目 1 . ヘンデル（Handel)

合奏協奏曲 ト短調 作目6-6

2. アラームス（Brahms)

バイオリン・ ソナタ 第2番 イ長調 作田100

3. ヴィ工二戸ウスキ（Wieniawski)

エチュード ・ー力フリース 作自18-2

4. フライスラ－ (Kreisler) 

オールド・ リフレイン

5. サラサーテ（Sarasate)

スペイン舞曲集よりホタ・ナパラ

W鈴木先生と子供だち



特別出演

中 嶋 嶺 雄 東京外国語大学教授・評論家

昭和竹年5司、 松本市に生まれる。

昭和22年T月より松本音楽院にて鈴木鎮一氏に高校7年までバイオリ

ンを師事。源)tlJJJ ＼、清水中、深志、高根を経て、東京外国語大を卒業後、

東京大学大学院で国際関係論を学び、 社会学博士号の学位を受ける。

現在東京外国語大教段。

今は、 バイオリンとは別の万直に進んだガ、 現代中国の研究で国際的

に活躍している。

昭和44年～46年、外務省特別害員教授として香遣に派遣される。

昭和524～53年、 オーストラリ戸国立大学院害員教授、 昭利55年、 国

立パリ政治学院害員教授として派遣される。

江 藤 俊 哉 バイオリニスト

却時より鈴木鎮一氏にバイオリンの手ほどきを受け、12歳で第8回音

楽コン－？－！レ第T位入賞（文部大臣賞）。さらにモギレフスキー氏に師

事し東京音楽学校 （現東京芸大） 卒業と同時に同校講師に迎えられた0

1948年力 チス音楽院に入学、工フレム・ジンパI）ストの特別指導を

受けて1952年卒業、同音楽院の教授となっ疋。その閏1951年に力ーネ

ギ ・ホ ルでデビューし、日本人バイオリニストとしてはじめて国

際的演奏家の地位を確定。19例年に帰国するまでのYメリ力での活躍

はめざましいものであつだ。東京に居を移してからも、 外�オーケス

トラとの協演やI）サイタル、レコ ド録音など国際的な活躍ガ精力的

につづけられている。

1979年、 昭和田年度（第35回〉芸術院賞を受賞。

江藤戸ンジエラ ノくイオリニス卜

戸メリ力、ニューヨーク州生まれ。力ーチス音楽院でイパン・ガラミ

7フン氏に師事。同校教授であっ定江藤俊哉氏と1955年に結婚。力一チ

ス音楽院卒業後、二ユ ヨ ク、 フィラデルフィ戸などで演奏会を聞

き＼ 日本各地でも夫妻で演奏会を開くほか、室内楽¢分野で活躍して

いる。

江 藤 玲 子 ピアニスト

江藤俊哉の妹。14歳で自白音楽コンク ル2位入賞。 レオ・シ口夕、

レオ二一ド・7口イツアー氏に師事。東京音楽学板（現芸大〉卒業後

NH K受響楽団、 7口イツ7 指庫、 アラームス・ピ戸ノ協奏曲でア

ヒ．ユー。リサイタル、オーケストラとの協演、 ラジオ・テレビ等に数

多く出演、重に力 チス音楽院に留学する。

現在＼ 国立音楽大学、 芸大で後進の指導にあ芝る。
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